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鶉の飼養とその課題

て、戸数では全国の22％が、飼養羽数では全
国の49％がここにいる計算になる。
同年の採卵鶏では飼養戸数が3,300戸、飼養

羽数が1.8億羽を超えていたから、鶉卵と鶏卵
の生産基盤および市場規模に差があることが
わかる。
また、愛知県の採卵鶏飼養戸数は241戸と全

国一である。同県は、32％の鶉飼養農家、7.3
％の採卵鶏飼養農家がいる卵王国なのである。
養鶉農家戸数と飼養羽数の推移をみると、全

国では03年に102戸、04年に144戸、05年に151
戸と飼養戸数の増加があったものの、趨勢的
には戸数も羽数も減少傾向にある。愛知県あ
るいは東三河地域では減少傾向にあると言っ
てよい。

3　鶉の飼養

鶉の一生はそう長くない。雌鶉の平均寿命
は２年弱と言われている。採卵を目的に農家
が飼養する期間は１年程度である。これは雌
鶉の産卵率を考慮した結果であり、10か月齢
頃には産卵率が低下するためである。
生体は強健であるが、体重は140gほどと軽

く、ストレスはその小さな個体にのしかかって
くるため、鶉は鶏と比べ人が気を配る必要性
が高い。例えば、夏の暑さは経済動物にとっ
てやっかいな環境であり、鶉もその影響を受
けやすい。飼養農家はこれまで夏場の育雛を
敬遠し、春に育雛することで暑さに耐えうる
鶉の体作りにいそしんできた。現在では育雛
期の平準化がなされているが、それでもなお、

1　鶉（ウズラ）

鶉は古くから飼養されているなじみのある
鳥である。しかし、渡り鳥である野生の鶉は
今やまれとなり、環境省によって絶滅の危険
が増大している種（絶滅危惧II類〔VU〕）に指定
されている。
それでも小売店に行けば、鶏卵の脇には鶉

卵が、缶詰コーナーには水煮された鶉卵があ
り、それを買い求めることができる。それは
日本において鶉が家畜化され、採卵鶉農家が
鶉を飼養しているからである。

2　飼養地域の偏在

第１表によれば鶉飼養地域は偏在している。
2010年の鶉飼養戸数は96戸、飼養羽数は520万
羽である。鶉は主に採卵目的で飼養されてい
る。96戸ある飼養農家のうち31戸が愛知県に
あり、同県の飼養農家数は全国一である。さ
らに、愛知県内でも豊橋市を中心とした東三
河地域に集中しており、鶉は21戸の飼養農家
によって256万羽が飼養されている。したがっ
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資料 　愛知県「あいちの畜産」および「東三河農業要覧」、豊橋市「豊
橋市統計書」

（注）　「…」は不明。 

第1表　 鶉飼養戸数および羽数の推移
（単位　上段：戸、下段：万羽）
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飼養農家は夏場の育雛を敬遠する傾向がある。
鶉は鶏と遺伝的に近く、鶏に準じた飼養管

理が行われることが多い。例えば、ウィルス
性の感染症である鳥インフルエンザや代表的
な傷病であるニューカッスル病等法定伝染病
への対応も鶏に類似している。
鶉と採卵鶏の飼養には違いもある。多くの

養鶏場では２羽／ケージを飼養するが、現在、
養鶉場は30羽／ケージで群飼いする。鶉は小
さく、ある程度群れでいることがストレスを
軽減すると言われている。

4　採卵鶏に後れを取る養鶉への対応

鶉は採卵鶏に近い飼養方法をとるが、採卵
鶏に追随しがちであるため、採卵鶏以上とな
りえない傾向がある。例えば、採卵鶏用に導
入、改良された飼養施設および装置のうち、
鶉飼養向けに応用可能なものが導入されるこ
とが多い。したがって、採卵鶏を先行する施
設導入例は少なく、生産性など多くの点で採
卵鶏の後追いとなりやすい。
次に、採卵鶏と比べ鶉の飼養地域が集中し

ていることは特徴である一方、問題にもなる。
特に育種に影響がある。鶉の改良増殖計画は、
飼養が集中する愛知県のみが策定しており、
国にはない。この点は国家レベルの改良増殖
目標があり、かつ世界レベルで改良が進む採
卵鶏とは異なる。
また、統計も不十分となる。愛知県では直

近の15年まで飼養戸数および羽数が公表され
ているが、国レベルでは11年以降公表されて
いない。

5　養鶉農協と養鶉農家にとっての問題点

豊橋市にある豊橋養鶉農業協同組合は、主

に東三河地域の養鶉農家が組合員となってい
る日本唯一の鶉専門農協である。同農協は、
共同出荷の必要性を感じた生産者31名によっ
て1965年に設立された。現在の組合員数は18
名であり、組合は、組合員が採卵鶉経営に専
念できる環境を整えるべく事業を展開してい
る。事業は、鶉卵販売のほか、GP（Grading and 
Packing）センターや水煮加工施設、鶉糞処理
およびたい肥生産施設、孵化施設を設け、そ
れぞれ運営している。
同農協の職員によれば、養鶉経営の最大の

問題は鶉卵の価格水準の低さであり、それが
養鶉農家の経営を圧迫しているため、後継者
の育成につながらない、あるいは投資を伴う
経営規模の急激な拡大を控えるといった悪循
環に陥っているとのことであった。
加えて、現在は疾病対策上、単に鶉舎を大

きくする、あるいは集中することは得策でな
く、鶉舎を分散させるなどの対策を講じるこ
とが要求されているとのことであった。
鶉卵価格は鶏卵と比べ変動幅が小さいとは

いえ、鶉卵価格安定制度はなく、卵価変動へ
の対策が不十分であることも鶏卵との違いで
あり、問題点のひとつであろう。
現状は後継者が少なく、既述のとおり養鶉

には養鶏以上に繊細な管理が求められるなど、
経営課題も多く、養鶉農家および同農協の悩
みは尽きない。一方で、鶉卵の重量当たり栄
養価は、鶏卵と比べ高い傾向があり、消費者
に訴求可能な高い機能性を有するという光明
がある。鶉業界が試行錯誤を続けている鶉卵
の機能性を生かした消費拡大策が実を結び、
それが経営の好循環となることが期待される。

（わかばやし　たかし）
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